
特記仕様書 

1.適用範囲     

本特記仕様書は「町道下江川今井田線 1 号橋橋梁補修設計業務」に適用する。なお、本

業務の実施にあたっては「土木設計業務等共通仕様書」（和歌山県県土整備部 令和 4 年 7

月）に準拠する。 

     

2.目的     

日高川町が管理する下記橋梁は、日高川町道路橋個別施設計画により早期に補修を行う

必要がある橋梁に位置づけられている。そのため、補修工事を実施することにより大規模

な修繕や更新に至る前に対策を行う予防保全として、本業務において詳細調査および補修

設計を行うものである。     

     

3,対象橋梁     

本業務の対象橋梁は以下のとおりである。     

 

橋梁名称 橋長(m) 幅員(m) 上部工形式 下部工形式 

下江川今井田線 1

号橋 

3.3m 2.2m RC 桁橋 石積 

   

4.業務内容 

4-1 計画準備 

 業務の目的、内容等を把握し、設計書に基づき業務計画書を作成するものとする。 

 

4-2 現地調査（踏査含む）     

業務計画書に基づき、橋面および橋体について、近接目視により損傷状況を調査する 

とともに、補修設計に必要な構造寸法の確認および形状計測を実施するものとする。 

詳細調査に当たっては調査計画書を作成し、監督職員との協議の上で実施する。 

  

4-3 補修設計（補修工法検討含む）       

各損傷箇所について、損傷原因分析結果を踏まえて、補修工法を検討し最適な補修工 

法を選定する。補修工法の選定に際しては、長寿命化にも留意した検討を行うものとする。

前項で選定した対策工法の詳細設計を実施する。補修設計では、必要に応じて部材交換に

標準図表等を選定する等の現況復旧に必要な軽微な構造計算を実施するものとする。 

 

 



4-4 図面作成 

位置図、補修箇所図、対策工一般図等を取りまとめた設計図面(作成サイズ A１)を作成す

るものとする。 

 

4-5 数量計算 

工事発注に必要な数量を取りまとめる。 

 

4-6 施工計画 

詳細設計を実施した工法に対して、現地条件に留意し、足場、支保工、水替え等の仮設

備を検討すると共に施工機械、資材などの搬入路を考慮した施工計画を立案する。 

 

4-7 概算工事費算出 

補修設計や数量計算結果に基づき、工事設計書仕様にて概算工事費を算出する。 

 

4-8 照査 

設計方針、設計手法および設計計算、設計図、数量計算等の適切性および整合性等につ

いて照査（赤黄チェック）を実施するものとする。また、照査技術者は照査計画を立案し、

その項目毎に照査を行い、照査報告書としてとりまとめる。 

 

4-9 報告書作成 

補修工法、補修材料、施工計画等を取りまとめた報告書を作成するものとする。また、

電子記録媒体にて保存を行うものとする。 

 

4-10 報告書作成     

打合せ時期は下記のとおりとし、着手時及び成果品納入時には、主任技術者が立ち会う

のとする。また、打合せ回数は 3 回予定しているが、必要に応じ追加実施する。 

・業務着手時    

・中間時(最低 1 回)    

・成果品納入時    

・その他、監督職員が認めたとき 

 

5.新技術の活用検討について 

 業務の実施に際し新技術の活用の検討並びに従来工法との比較を行うこと。検討結果に

ついては、業務成果に取りまとめるとともに、別途所定の様式により提出すること。 

 なお、新技術とは原則として「NETIS 登録技術」に掲載されている技術とする。 

 



6.成果品     

本業務で提出する成果品については、以下の項目のとおりとする。 

 1)サイズは A4 版とする。    

2)整理形式は、キングファイル製本とする。    

3)数量計算等については、エクセル等表計算ソフトにおいて作成し、図面 CAD データ

(SFC 形式)とあわせて CD-R に保管し提出する。    

4)成果品提出部数    

・報告書 製本     １部  

・概要版 製本     １部  

・図面 A3 縮小版 １部  

・電子データ CD-R     １部  

 


































